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［事案 2025-202］入院一時給付金等支払請求  

・令和 8年 4月 24日  裁定終了 

＜事案の概要＞ 

 約款上の入院に該当しないことを理由に、入院一時給付金等が支払われなかったことを不服

として、入院一時給付金および入院給付金の支払いを求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

 令和 7 年 2 月に 2日間にわたり、胃炎、腰椎椎間板ヘルニア、めまいにより入院したため、

令和 4 年 7 月に契約した終身医療保険にもとづき入院一時給付金および入院給付金を請求し

たところ、約款に定める入院に該当しないとして不支払いとなった。しかし、以下の理由によ

り、入院一時給付金および入院給付金を支払ってほしい。 

(1)胃痛等で受診したところ、胃潰瘍の疑いで内視鏡検査を受けることになり、担当医か

ら、寝て内視鏡検査を受ける場合は入院が必要と説明されて入院をしたものである。 

(2)内視鏡検査後は意識がもうろうとしていて、翌朝まで記憶がなかった。 

(3)担当医に診断書を追加で作成してもらい、保険会社に提出したが、保険会社からは医療記

録等により判断すると言われた。 

＜保険会社の主張＞ 

以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)申立人の傷病名は胃炎であり、入院を要するような治療、重篤な検査所見、検査後の合併

症は認められない。内視鏡検査に用いられた鎮静剤の量・内容とも外来での受診で対応可

能なものである。 

(2)内視鏡検査は入院開始から約 1 時間後には終了し、申立人は午後 3 時 30 分には覚醒し食

事を問題なくとることができており、検査後に異常な意識混濁や気分の不良もなかったと

されている。 

(3)申立人・主治医はいずれも、申立人は車で来院しており、麻酔をした場合には帰宅できな

いため入院したと述べていた。 

(4)本入院は入院の必要性がないものであり、約款上の入院に該当しないものである。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、入院時の経緯等を把握する

ため、申立人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、申立人の請求は認められず、その他保険会社に指摘すべき特段の個別事情

も見出せないことから、和解による解決の見込みがないと判断して、手続を終了した。 

 

 


